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平成 29年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 27日実施） 

（平成 28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 10日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

柔軟な学びのシス
テムを活かした教
育課程の編成を推
進する。 
 
 
 
 
生徒が主体的に学
び、学力の定着が
図れるような授業
を実現するための
研究を推進する。 

①セメスター制
の導入に向けた
諸課題の整備と
調整を行う。 
 
 
 
 
②生徒の主体的
な学習を促す授
業の研究を行
う。 

①生徒一人ひとりのニ
ーズや興味・関心に応
じた学習が可能となる
よう、履修指導を充実
させる。 
 
 
 
②生徒が主体的に学習
に取り組むための学習
支援について研究を行
う。 

 

①受講を希望する生徒
に対して、卒業を見通
して必要な指導を確実
に行うことができた
か。 
 
 
 
②レポートの添削指導
やスクーリングなどの
機会を通して行える学
習支援について、研究
成果を教員間で共有で
きたか。 

 

①新入生、在校生、
転編入生のそれぞれ
に対して、これまで
の単位取得状況を踏
まえながら、適切に
履修指導を行うこと
ができた。 
 
②研究協議会を２回
行い、生徒の主体的
な学習を促すスクー
リングやレポートに
ついて協議を行っ
た。 
・日曜スクーリング
の研究授業を実施
し、生徒が積極的に
参加できる手立てに
ついて考察した。 
・レポートについ
て、生徒にとって取
り組みやすく、主体
的に学習を進めるこ
とができるような体
裁や、生徒の学習意
欲を高める添削指導
の方法について、協
議を行った。 

①登録した科目の履
修・修得に至らない
生徒が少なからずい
る状況があり、半期
ごとの単位認定の制
度を生かして、科目
の履修・修得につな
げていきたい。 
②日曜スクーリング
のあり方について、
協議を続けていく。
レポートについて、
修得率の向上のため
に、より取り組みや
すいレポートの作成
や添削についての協
議を重ねていく。 

①受講した科目の単位
を修得させるため、何
か手立てが必要なので
はないか。 

①一人ひとりの生徒に
対する履修指導を適切
に行うことができた。
通信制における学習の
特性を理解させた上
で、科目の履修・修得
につなげさせることが
課題である。 
②生徒の主体的な学習
を促すスクーリングや
レポートについて、各
教員の理解を深めるこ
とができた。多様な生
徒に対して、学習への
積極的な取り組みを促
すことが課題である。 
・学習意欲が旺盛で、
教員の支援を受けなが
ら、根気強く学習活動
を継続し、単位修得を
果たした生徒が在籍し
ている。このような生
徒を増やし、組織的に
学習支援を継続できる
体制をつくることが課
題である。 

①通信制のスクーリン
グの仕組みや、各学期
の単位認定に必要な面
接回数・レポート通数
をきめ細かく生徒に伝
えることで、修得単位
を積み重ねるように指
導を行う。 
②生徒の参加を促すス
クーリングのあり方
（内容や時期など）に
ついて、協議を続けて
いく。また、生徒にと
って取り組みやすいレ
ポートを作成し、併せ
て、生徒の理解の定着
を促す添削の工夫も行
っていく。 

２ 生徒指導・支援 

多様な課題を抱え
る生徒に対応する
ため指導、支援体
制の充実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学校行事を通して
生徒の自己肯定感
の向上を図る。 

①外部の機関や
人材と連携し、
積極的に活用す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
・マナーアップ
を推進し、コミ
ュニケーション
能力を育成す
る。 
②生徒が主体的
に活動する環境
づくりを進め、
自己肯定感を向
上させる。 

①ＳＣ、ＳＳＷの積極
的活用を図るために、
教育相談コーディネー
ターを中心とした組織
を作り、職員全体の情
報共有の仕方を工夫す
る。 
 
 
 
 
・挨拶や受け答えを促
すために積極的に声か
けをする。 
 
 
②学校行事に限らず、
生徒が参加する機会を
増やす。 

①組織作りを行い、情
報を共有しながら組織
的な活動が展開された
か。 
 
 
 
 
 
 
 

・生徒とのコミュニケ
ーションを図ることが
できたか。 
 
 

②生徒の自己肯定感を
向上させられたか。 

 

①年２回、常勤職員
だけでなく非常勤講
師とも情報共有でき
るように、情報交換
会を実施した。 
・月１回ＳＣ、ＳＳ
Ｗ、養護教諭ととも
に担当職員が情報共
有会を開いた。 
 
 
・三課程に隔てなく
声かけを行った。 
 
 
 
②新しく詩吟同好会
とダンス同好会が発
足し、文化祭や芸術
祭で発表する生徒が
増えた。 

①参加者が少なかっ
た。全員参加が今後
の目標とともに課題
である。 
 
・情報共有会で俎上
にあがった生徒で緊
急と判断され、拡大
ケース会を開くなど
生徒のために役立っ
た。 
・挨拶を返してくれ
る生徒が少ないのが
課題だが、根気よく
続けていく。 
 
②顧問の力と尽力に
頼っている現状があ
り、職員に異動があ
ると活動自体が消滅
してしまうことが課
題である。 

①多様な学習支援によ
り、外部とのつながり
もたくさんできてい
る。より有効に活用し
てもらいたい。 
 
 
 
 

 

 

 

①非常勤講師の会議参
加時間の調整と、その
後の状況を情報共有す
る機会の増加が課題で
ある。 
・重要な会議だが、
様々な課題を有する生
徒が多数在籍している
ため、すべてを俎上に
載せられない。まとめ
方が課題である。 
・挨拶を返してくれる
生徒が少ないのが課題
である。 
 
 
②定通の芸術祭で、詩
吟同好会が特別賞、ダ
ンス同好会が優秀賞を
受賞した。一方、専門
性を考えると指導者の
継続が課題となる。 

①日程を行事予定表に
組み込んだ。また、そ
の後の状況を報告する
ようにした。 
 
・緊急性の高い者から
優先的に対応する。 
 
 
 
 
・根気よく三課程で見
守っていることをアピ
ールし続ける。 
 
 
②生徒同士が主体的に
活動できるように、支
援や取組を検討する。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 27日実施） 

（平成 28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 10日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとりが
将来性、計画性を
踏まえて自己実現
ができる進路指導
の充実を図る。 

 

 

 

 

①キャリアサポ
ート体制を拡充
する。 
 
 
 
 
 
 
 
・「生きる力」
を育む。 

①進路相談支援員等を
活用しながら、キャリ
アサポート体制を充実
させる。 
 
 
 
 
 
 
・外部教育力を活用し
ながら、将来を見通し
て活動する意識を持た
せる。 

①相談した生徒数が増
えたか。きめ細かい対
応ができたか。 
 
 
 
 
 
 
 
・生徒の自立する意欲
を高め、活動に繋げる
ことができたか。 

①就職活動に取り組
む生徒が増加し、現
時点で 15 名の生徒
が内定している（昨
年度は 10 名）。会
社見学をした事業所
数 50社も超えた。 
 
 
 
・進学希望者数はか
なり減少し、特に大
学進学決定者（通信
制大学は除く）は現
時点で 1名のみであ
る。 

①進路相談支援員
（サポートティーチ
ャー）の尽力で、就
活が活発化した。そ
の割に内定状況が芳
しく無いのが課題で
ある。通信制に対す
る理解不足から偏見
が少なからずあるも
のと判断される。 
・通信制生徒の家庭
の経済状況が非常に
厳しく、進学志望者
数や大学進学率の低
下に如実に影響が出
ていると思われる。 

①通信制への理解不足
を解消するため、具体
的な方策が必要であ
る。 
・進路相談支援が有効
に機能している。より
多くの生徒が活用でき
るよう手法を工夫して
もらいたい。 
 
・通信制の生徒の大学
への進学者数が減少傾
向にある。経済的な理
由以外に、原因の分析
が必要ではないか。 
・奨学金等の情報が保
護者に十分に伝わって
いない。わかり辛いと
ころを相談できる機会
が欲しい。 

①就職活動が活性化し
たことは成果としてあ
げられるが、思うよう
な内定状況には至らな
かったことが課題であ
る。 
 
 
 
 
・進学に関しては、卒
業生が国立大学への一
般入試での合格を果し
た。このように希望大
学合格を目指して努力
する生徒に対し、通信
制の学びのシステムを
有効に活用し、安心し
て進学準備に専念でき
る支援を展開すること
が課題となる。 

①通信制への理解不足
が就職活動の障害にな
らないよう、県、ハロ
ーワークと連携しなが
ら根気強く通信制の生
徒を理解してもらうた
め、説明を継続してい
く。 
 
 
・経済的事情から進学
を断念する生徒が極め
て多い。進学率の低下
の要因と考えられる。
学費や奨学金に関する
情報を保護者にも流
し、保護者も含めて支
援する体制づくりが必
要である。 

４ 地域等との協働 

地域に理解され、
信頼される活動を
推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①地域の学校等
と連携するな
ど、地域貢献活
動に積極的に取
り組む。 
 
 
・日々の教育活
動について、よ
り丁寧な情報発
信を行う。 
 
 
 
 
・地域の防災活
動について協働
を図る。 

①近隣の小中学校や養 
護学校他、様々な行事 
の手伝い等の地域貢献 
活動を通して地域との 
交流の場を増やす。 
 
 
・学校説明会やホーム 
ページ等を通して、通 
信制の学びのシステム 
を広く発信し、理解を 
図る。 
 
 
 
・通信制として、地域 
との防災活動とのかか 
わりを整理する。 

①通信制生徒と地域と 
の交流の場や地域貢献 
活動を増やせたか。 
 
 
 
 
・通信制の学びのシス 
テムを十分に発信し、 
広く理解を得ることが 
できたか。 
 
 
 
 
・地域に通信制の特徴 
を理解してもらえた 
か。 

①火曜日のコムタイ
ムにおいて生徒、教
員が近隣の通学路を
清掃した。 
 
 
 
・本年度より各行事
の写真をホームペー
ジにアップし、６月
からはカウンターも
設置したところ２月
時点で１万 8000 人
以上の閲覧者をカウ
ントした。 
・厚木市や近隣自治
体と連携し、「避難
所」についての協議
を始めた。 

①あまり登校しない
通信制の特徴から、
地域行事への参加が
できなかった。 
 
 
 
・広報して通信制へ
入学する生徒を増や
すことが目的ではな
く、通信制の学びの
システムを広く理解
してもらうことが重
要である。 
 
・既存の厚木市主導
の「避難所」に新た
に県立高校の「避難
所」を追加・整備す
るための話し合いが
今後重要になる。 

①通信制への理解がま
だ進んでいない。もっ
と地域との交流が必要
である。この厚木市に
愛着がわくように、生
徒にはたらきかけても
らいたい。 
・地域住民にとって
は、ホームページより
も回覧板を利用して学
校からの連絡やＰＲを
してもらった方が効果
があがるのではない
か。 

①火曜日の学校周辺の
清掃は近隣への奉仕活
動として定着している
が、その他の直接的な
交流がないのが課題で
ある。 
 
・５年間減少し続けた
通信制の入学者が昨年
より増加に転じたが、
入学してきた生徒の一
部には、通信制への理
解が不十分な生徒もい
る。 
 
・「避難所」として、
近隣との連携をスター
トすることができた
が、まだ自治体の今後
の活動を待っている状
態である。 

①近隣の小中学校との
交流について、より多
くの生徒に参加を呼び
掛ける活動が必要であ
る。 
 
 
・転編入生の増加を考
えると中学校の先生方
への周知のみならず、
高校の先生への周知も
視野に入れたＰＲ活動
が必要である。 
 
 
・市や地区自治会等と
の連携を強化して、避
難所としてのマニュア
ル作りに取り組む。 

５ 
学校管理 

学校運営 

安全・安心な学校
づくりのために三
課程が連携して教
育活動を展開す
る。 
 
 
 
 
フレキシブルスク
ールとして三課程
の情報共有を推進
する。 

 

 

①学校運営マニ
ュアル等を作成
し、内容の周知
を図る。 
・三課程で実施
する防災訓練を
定着させる。 
 
 
②ＩＣＴ機器の
利活用により、
学校運営の円滑
化をさらに推進
する。 

①学校安全・安心管理
計画を作成し、それを
職員に周知させる。 
 
・生徒・職員の防災意 
識を高め、避難の経路 
や方法等を事前に周知 
させる。 
 
②校内ポータルサイト 
を活用して施設・設 
備・授業等について三 
課程の情報共有をさら 
に進める。 

①学校運営マニュアル 
が職員に周知された 
か。 
 
・生徒・職員の防災意 
識が高まったか。また 
避難の経路・方法等が 
周知されたか。 
 
②校内ポータルサイト 
の利用状況が増え、三 
課程の情報共有がより 
一層進んだか。 

①６月に通信独自の
防災訓練、11月には
三課程合同の防災訓
練をおこない。避難
経路・方法の周知を
行うことができた。 
 
 
 
②校内ポータルサイ
トを毎日確認するこ
とが日課となり、三
課程の情報共有がよ
り一層すすんだ。 

①Ｊアラートに対応
した防災訓練はまだ
行っていない。 
 
 
 
 
 
 
②校内ポータルサ 
イトの活用は進んで
いるが、課程間の時
間帯、教室等の重な
りなどきめ細かな情
報共有が必要であ
る。 

①厚木市の防災の管轄
において、厚木清南高
校はどこに所属するの
か明確化されていな
い。市と連携しなが
ら、避難所としての役
割を担ってほしい。 

①年２回の防災訓練に
よって避難経路、避難
場所の周知はされてい
るが、実際の災害に対
応できるかが課題であ
る。 
 
 
 
②校内ポータルサイト
の共有はすすんだ。今
後はより有効に教室や
施設の共有ができるよ
うに研究を継続してい
く。 

①地震などの設定のみ
ならず、Ｊアラートへ
の対応など、より実践
に役立つ防災訓練の模
索が必要である。ま
た、より役立つように
防災マニュアルのさら
なる改良も必要であ
る。 
②各課程の動きがより
把握しやすくなるよう
にポータルサイトの改
良が必要である。 

 


